
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校でいちばん「躍動」すべきは生徒会活動

だと考えます。生徒が自ら考え企画し実行し、

自分たちの生活を向上させる。学校ごとに特色

ある活動が展開されます。しかし少子化が進み、

放課後の子どもたちは多くの役を兼任し、大変

忙しくなりました。部活動、係活動、学習会…。

少しずつ活動が固定化し例年決まった活動を繰

り返すようになってきました。そんな中、野田

生中生徒会は様々な活動において、去年をなぞ

ることはせずに、また、新たな活動にも臆せず

取り組んでいます。 

２０日（金）に今まで「いじめ撲滅集会」と

して活動してきた行事を１歩前に進め、「生徒

会集会」として進化させたのです。いじめはや

めよう、という活動がいじめゼロの本校には物

足りなく、人間関係においてもっと本質に迫る

ため、「仲間のことを深く知る」ことをねらい

としました。これまで取り組んできたピア・サ

ポート活動を活用し、今の自分たちにできる、

自分たちにしかできない集会を作り上げまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回彼らの素晴らしい点は、 

 

１．「脚下照顧
きゃっかしょうこ

（足元を見て顧みること）」 

自分たちの現状を把握していること。 

２．自分たちで今必要なことを考え、実行に移

したこと。 

３．仲間を深く知ることを「楽しむ」活動で実

施したこと。 

 

この３点です。そして限られた短い時間の中

で準備をすすめました。当日朝に生徒会長に活

動の過程を伺うと、とても明るい笑顔で話すの

です。彼女の笑顔が仲間を深く知るときに皆を

照らすのだなと深く感動しました。 

 彼らの１歩は４月から９か月間もかけて身に

つけた力によるものです。生徒会３役が仕掛け

た大きな１歩に心から敬意を表します。 

 生徒たちが着実に成長していることを目の当

たりにして、あらためて保護者、地域の皆様の

ご支援に心より感謝申し上げます。 

 皆さま佳いお年をお迎えください。 

６月２５日～２７日は、中体連のバドミントン

大会が鹿部町総合体育館で開催されました。保護

者の皆様の応援、ありがとうございます。選手た

ちの頑張りに多くの力を与えていただきました。 

大会の前日の壮行式で、選手たちにこのような

話をしました。 

「大会には、Respect（リスペクト）の気持ち

をもって臨んでほしい。Respect（リスペクト）

の意味は、『①意見や立場に対する尊重や配慮。

②人やその能力に対する尊敬や敬意。』です。 

大会に臨むにあたってのRespect（リスペクト）

は、『①試合に行ける。試合ができることに感謝

する。保護者、八雲町、大会運営の方々に敬意を

持つ。 ②対戦相手に敬意をもって全力で競技す

る。』ということです。特に大会ですから、今ま

で練習した力を、すべて使って、全力で勝とうと

する、１点でも多く得点するために競技してくだ

さい。お互いが全力で競技するからこそ、成長が

あります。中体連後に君たちが今よりも成長して

戻ってくることを願っています。」 

 大会当日は緊張の面持ちで試合に臨む選手たち

でしたが、自分の試合を懸命に競技し終えた後は

ほっとした、そして今の力を全部出せた充実した

表情が見てとれました。相手に対する「Respect 
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（リスペクト）＝全力で競技する」ができた達

成感からであろうと感じ取れました。選手の皆

さん、お疲れ様。野田生中生として、個人とし

ての健闘を称えたいと思います。 

 さて、中体連という区切りがつきました。 

新たな目標を設定する時期となります。３年生

は、部活動が終わった後の目標。１・２年生は

新人大会などへの目標設定。自分でよく考え、

近い未来を想像して設定し、新たなスタートを

切ってほしいと願います。 

  

 Respect（リスペクト）はスポーツの世界だ

けの言葉、考え方ではありません。人と人が生

活していくうえで、必要なことだと私は考えて

います。「Respect（リスペクト）＝敬意」を

もって接し、行動すれば、いじめはなくなるは

ず。Respect（リスペクト）の意味は、その時

々、立場で若干変化しますが、「尊重する、敬

意を払う」という大きな意味は変わりません。

本校の生徒同士、日本中の生徒同士がRespect

（リスペクト）しあって、安心できる環境の中

で、成長をしていってほしいと願います。 

中体連バドミントン大会の様子 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全を確かにするために 

６ 月 １ ８ 日 （ 木 ） に は 、 校 区 の ３ つ の

小 学 校 と 一 緒 に 旗 の 波 作 戦 を 実 施 し ま し

た 。 国 道 ５ 号 線 で 発 生 し た 、 い た ま し い

交 通 事 故 か ら ３ 年 が 経 ち ま し た 。 当 日 は

学 校 関 係 者 に 加 え て 、 地 域 の 方 や 警 察 、

役 場 の 方 々 な ど １ ２ ０ 名 以 上 が 集 ま り 、

国 道 沿 い で 旗 を 振 り 、 交 通 安 全 の 啓 発 を

行 い ま し た 。 今 後 も 、 学 校 や 地 域 の 安 全

に つ な が る 活 動 に 努 め ま す 。  

 

 

 

学校の顔が華やかに 
＜７月の主な行事予定＞ 

１日（水） 

⚫ 全校朝会 

３日（金） 

⚫ ２年生宿泊研修（～４日） 

６日（月） 

⚫ ２年生休養日 

１０日（金） 

⚫ 漢字検定 

１５日（水） 

⚫ 職員会議 

１６日（木） 

⚫ ３年生Google探究学習 

１７日（金） 

⚫ 授業参観（１日） 

⚫ 音楽部サマーコンサート14:20～14:55 

⚫ 学級懇談会②15:00～15:30 

２１日（火）３時間授業・給食無し 

⚫ 夏休み前集会 

２３日（木） 

⚫ 小中合同学習会 

２７日（月） 

⚫ 小中合同学習会 

 

７月２２日（水）～８月２０日（木）夏季休業 

お芋を植えて食育 

６ 月 ５ 日 （ 金 ） に 学 校 の 玄 関 前 の 花 壇

整 備 を 行 い ま し た 。 デ ザ イ ン が 、 こ れ ま

で と 大 き く 変 わ り ま し た 。 花 は 円 形 に 植

え ら れ 、 中 央 に は 顔 文 字 が あ り ま す 。 花

と 顔 文 字 で 、 そ れ ぞ れ 「 喜 怒 哀 楽 」 を 表

現 し て い ま す 。 顔 文 字 の 部 分 は 、 ペ ッ ト

ボ ト ル の 内 側 を 耐 水 性 の あ る 絵 の 具 で 塗

り ま し た 。  

生 活 委 員 会 で 「 せ っ か く だ か ら 今 ま で

と 違 う こ と を し た い 」 と 考 え 、 「 見 て い

て 楽 し く な る 」 「 か わ い ら し く 」 「 初 め

て 見 た 人 が わ か り や す く 」 な ど の ね ら い

に 沿 っ て 準 備 し ま し た 。 ご 来 校 の 際 は 、

ぜ ひ 新 し く な っ た 花 壇 を ご 覧 い た だ け れ

ば 幸 い で す 。  

７ 月 の 主 な 行 事 に つ い て 、 今 週 末

に は ２ 年 生 の 宿 泊 研 修 を 函 館 市 内 で

行 い ま す 。 ま た 、 １ ７ 日 （ 金 ） の 授

業 参 観 ・ 懇 談 会 で は 、 音 楽 部 に よ る

サ マ ー コ ン サ ー ト を 開 催 し ま す 。 保

護 者 の 皆 様 は も ち ろ ん 、 地 域 の 皆 様

も ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い 。  

 

参観日にコンサート実施 

花壇整備の様子 

完成した花壇 

６ 月 １ ０ 日 （ 水 ） に 、 生 活 委 員 が

呼 び か け て 校 舎 の 裏 に じ ゃ が い も と

さ つ ま い も を 植 え ま し た 。 こ れ ま で

雑 草 が 生 い 茂 っ  

て い た 場 所 を 耕  

し て 畑 に し ま し  

た 。 収 穫 で き た  

ら 学 校 で の 調 理  

を 予 定 し て い ま  

す 。  

旗の波作戦の様子 

お芋を植える様子 


